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山
北
町
内
に
は
、

約
千
百
基
の
石
造
物

が
あ
り
、

馬
の
供
養

塔
で
あ
る
馬
頭
観
音

は
そ
の
う
ち
百
四
十

五
基
と
最
多
で
す
。

　
今
回
の
コ
ー

ス
沿

い
に
は
、

馬
の
顔
が

彫
っ

て
あ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
石
造
物
も
あ
り

探
し
な
が
ら
歩
く
の

も
楽
し
め
ま
す
。

出
城
と
し
て
甲
州
を
警

戒
し
、

河
村
新
城
か
ら

河
村
城
へ
の
中
継
地
点

の
役
割
が
あ
っ

た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鐘
ヶ

塚
砦
跡
の
説
明

後
、

公
園
内
で
昼
食
休

憩
を
取
り
ま
し
た
。

出

発
時
は
雲
一
つ
無
い
青

空
で
し
た
が
、

除
々
に

雲
が
広
が
り
、

富
士
山

が
雲
の
後
ろ
に
隠
れ
て

し
ま
っ

た
こ
と
が
残
念

で
し
た
。

　
山
北
つ
ぶ
ら
の
公
園

を
出
発
し
約
十
分
歩
く

と
「

頼
朝
さ
く
ら
」

に

到
着
。

源
頼
朝
が
植
え

た
と
い
う
伝
承
が
新
編

相
模
国
風
土
記
稿
に
挿

絵
と
と
も
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

山
北
町
指

定
天
然
記
念
物
の
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
で
、

春
に
は
薄

桃
色
の
花
を
咲
か
せ
る

と
の
こ
と
。

現
在
の
木

は
明
治
十
四
年
の
台
風

で
倒
れ
、

そ
の
ひ
こ
ば

え
が
大
き
く
な
っ

た
も

の
で
す
。

頼
朝
さ
く
ら

湯
触
か
ら
谷
ヶ

 
奥
山
家
道
を
進
み
、

共
和
地
区
か
ら
清
水
地

区
に
入
る
と
、

林
間
か

ら
谷
ヶ

の
集
落
と
酒
匂

川
の
の
ど
か
な
風
景
が

広
が
る
の
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
湯
触
の
集
落
で
は
、

旧
川
西
村
の
村
社
で
あ

る
須
賀
神
社
を
見
学
し

一
息
つ
い
た
後
、

こ
の

地
区
の
小
中
学
生
の
通

学
路
で
あ
っ

た
林
間
の

道
を
下
り
ま
す
。

こ
の

坂
道
の
上
と
下
に
は
共

同
で
使
う
懐
中
電
灯
の

収
納
箱
が
設
置
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　
途
中
、

馬
頭
観
音
や

地
蔵
菩
薩
等
を
見
な
が

ら
、

酒
匂
川
沿
い
の
県

道
ま
で
一
気
に
下
り
、

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
が
複
線

だ
っ

た
頃
の
橋
脚
跡
な

ど
を
見
て
、

三
角
屋
根

の
谷
峨
駅
に
到
着
。

十

五
時
十
分
発
の
御
殿
場

線
国
府
津
行
き
で
帰
途

に
着
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
、

一

日
お
疲
れ
様
で
し
た
。

都
夫
良
野
地
蔵
堂

　
山
北
つ
ぶ
ら
の
公
園

の
隣
に
都
夫
良
野
地
区

の
「

地
蔵
堂
」

が
あ
り

ま
す
。

昔
は
地
域
の
守

り
神
と
し
て
信
仰
の
対

象
で
あ
っ

た
地
蔵
堂
が

各
地
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
蔵
堂
は
、

8

月
に
は
お
祭
り
を
行
い

念
仏
を
お
唱
え
ま
す
。

お
堂
に
は
、
「

お
乳
が

よ
く
出
る
よ
う
に
」

と

の
願
い
を
こ
め
て
乳
型

の
飾
り
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
編
相
模
国
風
土
記

稿
に
地
蔵
堂
の
眺
望
図

と
と
も
に
記
載
が
あ
り

ま
す
。
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史
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キ
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グ
ツ
ア
ー

 
 

楽
し
く
歩
き
ま
し
た
！
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平
成
二
十
九
年
十
一
月

十
二
日
、

秋
晴
れ
の
空
の

下
、

二
十
一
名
の
参
加
に

よ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
実
施
し
十
三
キ
ロ
弱
を

難
な
く
完
歩
し
ま
し
た
。

　
山
北
町
職
員
の
加
藤
さ

ん
に
よ
る
軽
妙
な
歴
史
解

説
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く

歩
け
た
と
好
評
で
し
た
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

の

タ
イ
ト
ル
の
奥
山
家
道

（

お
く
や
ま
が
み
ち
）

は

萩
原
地
蔵
堂
か
ら
奥
山
家

三
ヶ

村
（

中
川
、

玄
倉
、

世
附
）

を
つ
な
ぐ
往
還

の
こ
と
で
す
。

昔
は
重

要
な
物
資
輸
送
路
で
、

中
川
方
面
か
ら
薪
を
馬

や
人
車
で
運
び
、

問
屋

街
で
あ
っ

た
萩
原
地
蔵

堂
付
近
で
荷
を
卸
し
、

小
田
原
方
面
に
運
ば
れ

た
そ
う
で
す
。

　
集
合
場
所
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
山
北
駅
を
朝
９
時
半

に
発
し
、

町
道
一
号
線

の
歴
史
あ
る
町
並
み
を

進
む
と
、

道
祖
神
、

近

代
化
遺
産
の
建
築
物
、

石
造
物
な
ど
が
点
在

し
、

一
号
線
と
名
の
つ

く
と
お
り
当
時
最
も
重

要
な
道
路
と
し
て
の
面

影
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

道
中
に
は
多

数
の
馬
頭
観
音
が
あ
り

当
時
は
馬
が
重
要
な
輸

送
手
段
だ
っ

た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。

　
萩
原
地
蔵
堂
、

川
村

土
功
の
碑
を
見
学
し
、

国
道
２
４
６
号
沿
い
を

少
し
歩
く
と
川
村
関
所

跡
付
近
に
到
着
で
す
。

川
村
関
所
は
、

谷
ヶ

関

所
と
共
に
裏
関
所
と
呼

ば
れ
、

箱
根
な
ど
の
表

関
所
を
通
ら
ず
に
脇
の

街
道
を
抜
け
よ
う
す
る

旅
人
を
取
り
締
ま
る
関

所
と
し
て
機
能
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
関
所
の
案
内
板
の
隣

に
あ
る
安
戸
ト
ン
ネ
ル

（

大
正
二
年
竣
工
）

は

県
内
最
古
級
の
ト
ン
ネ

ル
の
一
つ
で
す
。

関
東

大
震
災
に
よ
り
ト
ン
ネ

ル
の
銘
板
に
ひ
び
が

入
っ

た
と
の
こ
と
。

ひ

び
の
様
子
が
当
時
の
写

真
に
も
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
安
戸
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
、

馬
頭
観
音
や
大
正

天
皇
の
碑
を
見
な
が
ら

登
り
坂
を
一
時
間
ほ
ど

歩
く
と
山
北
つ
ぶ
ら
の

公
園
に
到
着
。

公
園
に

あ
る
山
の
神
の
祠
の
前

で
一
休
み
し
、

つ
つ
じ

山
展
望
広
場
（

鐘
ヶ

塚

砦
跡
）

に
登
り
ま
す
。

こ
こ
は
、

足
柄
平
野
と

相
模
湾
の
眺
望
が
よ

く
、

小
田
原
北
条
氏
の 山北町職員の加藤さん

山
北
つ
ぶ
ら
の
新
聞

⼭北つぶらの公園 さくら山山頂

富士山は雲の後ろです！
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鐘ヶ塚砦跡（公園内）
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